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Cadence® OrCAD® FPGA System Plannerは、1つ、もしくは複数の大規模・多ピンFPGA

をプリント基板上で設計するときに直面する初期ピン・アサインの作成、回路図との統合

や、プリント基板上でのFPGAデバイスの確実な配線の課題に対応します。 OrCAD 

FPGA System Planner は、FPGAベンダの協力を得たデバイス・ルールにより、最適化さ

れたピン・アサインの自動生成を行なうFPGA-PCB間の新しいテクノロジを提供します。 

エラーの起こりやすい手作業によるプロセスを、このデバイスの配置を意識した自動ピン・

アサインメント・シンセシスに置き換えることにより、これまでのようなフィジカル設計の繰り

返し作業を削減します。 

 

付加時間を伴う手作業アプローチによる FPGA のピン・アサ

インの作成において、ユーザは利用可能で異なる FPGA 

デバイスと FPGA サブシステムで利用されたデバイス・コス

ト間のトレードオフを行うことはできません。 

 

 

OrCAD FPGA System Planner は、設計者が最適なピン・ア

サインを作成することの出来る FPGA-PCB 間の完全でスケ

ーラブルなソリューションを提供します。 FPGA のピン・アサ

インは、インターフェース・ベースの配線性、FPGA ルール、

PCB 基板での FPGA の配置といったユーザ定義の情報を基

に自動的に合成されます。 この配置を考慮に入れた自動

ピン・アサインメント・シンセシスにより、設計者は初期ピン・ア

サインを短時間で作成し、エラーを引き起こしやすいプロセ

スを避け、フィジカル設計の繰り返しを排除できます。 

図 1: マルチ・バンク FPGA の I/O カラーマップ 

 

PCB 上の大規模・多ピン FPGA の設計  

今日の高性能な FPGA は、多くのアサインメント・ルールやコ

ンフィギュアブル・ピンの種類が多様化し、より設計時間を要

し、デザイン・サイクルが伸びています。 FPGA のピン・アサ

インは、FPGA に接続されるクリティカルなコンポーネントの

配置に気付かない中、手作業でピン1本ずつ行なわれること

もあります。 プリント基板上で配線のインパクトを理解しない

FPGA を利用したプロジェクトではやむを得ず、プリント基板

のレイヤを増やし、ピン・アサインを行なったり、要求を満た

すピン・アサインを導くため、繰り返し作業を行なったりする

傾向があります。 

OrCAD FPGA System Planner は、OrCAD Capture と統合さ

れ、回路シンボルの読み込みや作成が可能です。 

さらに、フロアプラン・ビューは、OrCAD PCB Designer の既

存のフットプリント・ライブラリを使用します。 レイアウトで配

置変更した場合、OrCAD FPGA System Planner を用いたピ

ンの最適化情報は、OrCAD Allegro® PCB Editor から直接

アクセスを行ないます。 

 

 

 

  



 

 
図 2: クリティカル・コンポーネントの相対的配置が可能なプレースメント/   

フロアプラン・ビューにより最適な合成環境を実現 

 

利点 

 OrCAD から Allegro GXL へのスケーラブルで対費用効果

に優れた FPGA-PCB コ・デザイン・ソリューション 

 最適な初期ピン・アサイン作成時間を短縮し、プリント基板

設計のスケジュールを加速 

 OrCAD PCB デザイン設計環境と FPGA のインテグレーシ

ョンの加速 

 PCB レイアウト・プロセス中に生じる不要な繰り返し作業の

排除 

 FPGA のピン・アサインのエラーによる不要なフィジカル・

プロトタイプの繰り返しを排除 

 配置を意識したピン・アサインと最適化により、プリント基板

レイヤ数を抑制 

 

 

特長 

OrCAD FPGA System Planner テクノロジの必要性 

FPGA システムとは、1 つ、または複数の FPGA と非 FPGA コ

ンポーネントを含み、それらが FPGA と接続されているプリン

ト基板デザインのサブセットとして定義します。 

 

従来のピン・アサインによるアプローチは、手作業での操作、

或いはスプレッドシート・ベースで行なわれています。 これ

らのツールは、設計者に他のコンポーネントの配置、インタ

ーフェース属性、信号の配線を考慮せずにピン・アサインさ

せることになります。 何よりも FPGA ピンにアサインされてい

る信号に正しいピン・タイプが使用されているかを保証する

オンライン・ルールチェックがありません。 その結果、設計

者は、FPGA ベンダのツールとスプレッドシート・ベースのツ

ール間の度重なる繰り返し処理が必要になります。     

しばしばレイヤ上で FPGA ピンから信号の配線ができないプ

リント基板設計者と、プリント基板設計者から示される紙や口

頭ベースによるピン・アサインの提案を受け入れなければな

らない FPGA 設計者間での繰り返しが加わります。 一度、

FPGA 設計者によってピン・アサインが変更されると、回路図

のピン・アサイン変更はハードウェア設計者により実行されな

ければならず、その繰り返しに長い時間を要します。 また、

手作業によるプロセスで検出できなかったミスは高価なフィ

ジカル・プロトタイプの繰り返しをも引き起こします。 

 

FPGA 設計者、ハードウェア設計者、PCB レイアウト設計者

によって変更されたピン・アサインの同期自動化は有用です

が、繰り返しの減少にはなりません。 FPGA リソースの有用

性、FPGA ベンダのピン・アサイン・ルール、基板上の FPGA

のピンからの配線といった、3 つの要素によって導かれない

ピン・アサインは、デザイン・プロセスの末端で繰り返しを多く

必要とします。 その結果、今日の複雑で大規模・多ピン

FPGA をプリント基板で利用するには時間が掛かります。 

 

インターフェース信号の定義 

OrCAD FPGA System Planner は、FPGA デバイスを選択、

配置するために FPGA デバイス・ライブラリを備えています。

OrCAD FPGA System Planner のフロアプラン・ビューでは、

PCB Designer のフットプリントを使用し、設計者が FPGA シス

テム・コンポーネントの相対的な配置を迅速に作成すること

ができます。 

 

OrCAD FPGA System Planner は、ユーザに FPGA サブシス

テム内のコンポーネントの接続性をインターフェース属性定

義により指定させます。 ユーザは、DDR2、DDR3 や PCI 

Express などのインターフェース属性を作成することが可能

で、FPGA とメモリ DIMM モジュール間や、2 つの FPGA 間の

接続性を指定できます。 さらに OrCAD FPGA System 

Planner は、ディファレンシャル信号、電源信号、クロック信号

を認識します。 

 

FPGA デバイス・ルール 

OrCAD FPGA System Planner は、FPGA デバイス・ベンダに

よって定義されたピン・アサイン・ルールやエレクトリカル・ル

ールを組み込んだ正確な FPGA デバイス・ライブラリを備え

ています。 
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これらの FPGA モデルを OrCAD FPGA System Planner のシ

ンセシス・エンジンが読み込み、FPGA ベンダが定義したエ

レクトリカル・ルールを厳密に守りながら割り当てを行ないま

す。 これらのルールは、クロックやクロック・リージョンの選択、

バンク・アロケーション、SSO バジェット、バッファー・ドライバ

の利用、IO 規格の電圧リファレンスなどに影響します。 合

成を行なうと、OrCAD FPGA System Plannerは、正確で最適

な FPGA ピンとなるよう自動的にこれらのルールを何百という

組み合わせでチェックします。 

 

図 3: OrCAD FPGA System Planner の FPGA 最適化 

  

可能になった FPGA アーキテクチャの選択 配置を考慮にいれたピン・アサインメント・シンセシス 

デバイス選定時、FPGA 設計者は、可能な限りデバイスのコ

ストを下げてアプリケーションを満たすことができる FPGA を

選択する手法を必要としています。 FPGA のリソース要件を

見積るには、設計者がルックアップ・テーブル(LUT)、高速

I/O 要件、メモリの低速信号 I/O とのバランスを取る必要が

有り、非常に難しい作業になります。 複数の FPGA を選択

することは、時に 1 つの大規模な FPGA を選択するより安い

かもしれません。 それ以外は基板スペースと配線チャンネ

ルを節約するために、多ピン FPGA を選択することになるで

しょう。 

OrCAD FPGA System Planner は、Allegro PCB フットプリント

を利用し、FPGA システムの配置を行なう手法を提供します。

ユーザは、OrCAD FPGA System Planner のプレースメント・

ビューで、DDRx、PCI Express、SATA、フロントサイドバス等

のインターフェースを使用し、コンポーネントと FPGA の間の

接続性を短時間で定義できます。 一度、サブシステム中の

FPGA と他のコンポーネントの接続性を定義すると、次にユ

ーザのデザインの意図、利用可能な FPGA リソース、FPGA

の周りのコンポーネント配置、FPGA ベンダのピン・アサイン・

ルールを元に OrCAD FPGA System Planner はピン・アサイ

ンを合成します。  

手作業によるピン・アサイン・アプローチでは、コストとパフォ

ーマンスのトレードオフは大変時間が掛かる作業になります。

配置を考慮した FPGA I/O ピン・アサインメント・シンセシス

により、OrCAD FPGA System Plannerは、マニュアル・アプロ

ーチでは困難な最適アーキテクチャの確認を可能にし、設

計者にトレードオフを迅速に行なう手助けをします。 

 

OrCAD FPGA System Planner には、ピン・アサイン、リファレ

ンス電圧、ターミネーション用にFPGAベンダから提供された

ルールを組み込んだ DRC エンジンが組み込まれています。

このエンジンにより、FPGA を常に正しく接続し、プリント基板

フィジカル・プロトタイプの繰り返しを防ぎます。 

  

FPGA を利用した ASIC プロトタイピング ピン・アサイン・アルゴリズムは、ピン・グループにインターフ

ェース信号をアサインするために最適化されています。 ASIC のプロトタイプに FPGA を利用するケースがあります。 

この場合、使用する FPGA の数が急激に増加し、全ての

FPGA を配置するために複数のプリント基板を必要とすること

もあります。 

その結果、ネットのクロスオーバーを最小にし、プリント基板

上の配線性を向上させます。 

 

 

多数の FPGA に手作業プロセスを用いて初期ピン・アサイン

を行なう場合、非常に長い時間を費やします。 更に、これら

の FPGA の配置を考慮せずピン・アサインを行なうことは、プ

リント基板の配線に非常に長いプロセスを必要とし、ASIC の

完成そのものを遅らせることになります。 
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プリ配線ピン・アサインの最適化 OrCAD FPGA System Planner は、正確な FPGA モデル・ラ

イブラリと配置を意識したピン・アサインメント・シンセシスを通

して、多ピン FPGA のピン・アサイン作成にかかる時間を短

縮します。 Verilog-HDL の port 情報のエクスポート、

Verilog ベースの接続性のインポート、RTL パーティショニン

グ・ソフトウエアとの連携も可能です。 

プリント基板上の FPGA 配置と配線性を満たす迅速な初期

ピン・アサインの作成は、FPGA 設計者、PCB 設計者、そして

ハードウェア設計者間で発生するコストの増加をもたらす設

計の繰り返しの削減に貢献します。 PCB設計者がFPGAの

インターフェース、及び信号の配線検討を始めると、配線の

意図、レイヤ・コンストレイント、ファンアウトからFPGA のピン・

アサインを更に改善することが可能です。 

 

ケイデンス論理設計ツールとの密接な統合 

OrCAD FPGA System Planner は、FPGA サブシステムのた

めに Allegro Design Entry HDL や Allegro Design Entry CIS

の回路図を作成します。 その際、既存の Allegro Design 

Entry シンボル・ライブラリの FPGA シンボルを使用します。

必要であれば、接続性やバンク毎に分割シンボルを作成す

ることができます。 

OrCAD FPGA System Planner は、プリ配線時だけでなく、部

品の配置後や FPGA のインタ-フェースと信号を配線してい

る時であっても、FPGA のピン・アサインを最適化する手法を

ユーザに提供します。 

 

販売、テクニカル・サポートおよびトレーニング 

 

OrCAD 製品群は、Cadence Design Systems, Inc.によって所

有され、その製品に関する販売、テクニカル・サポート、トレ

ーニングは各地域のケイデンス・チャネル・パートナーより提

供されます。 

 

 

図 4： 既存ライブラリのシンボルやフットプリントが利用可能 

 

FPGA ベンダのツールとの統合 

ケイデンスの PCB デザイン・ツールとの統合に加え、OrCAD 

FPGA System Planner は、FPGA 設計ツールとシームレスな

コミュニケーションを実現し、また、サポートする FPGA ベンダ

のピン・アサイン・コンストレイント・ファイルの作成、及び読み

込みが可能です。 この機能は、FPGA 設計者が要求する

FPGA の機能に対するピン・アサインの評価を可能にします。  

これらの要件を満たすためFPGA設計者によって加えられた

変更は、ピン・アサインのセットを同期するため、OrCAD 

FPGA System Planner にインポートすることが可能となってい

ます。 
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